
統合DB利活用のプラットフォーム活用

会 員 名 富士通株式会社

ア イ デ ア 概 要

弊社独自のソリューションにより、データを現行のまま物理統合し、様々な分析手法を組織・チーム横断で活用することで、
市の施策価値の迅速な創出を可能とする
① 統合データベースや分散されたデータを現状のまま連携・一元化(仮想統合)し、横断的な分析・検索が可能
② 分析経過をプロセス(加工～分析～結果)ごとに可視化・共有(ナレッジ化)し、分析意図の客観的説明が可能
③ 健康長寿社会実現に向けた臨床研究の活性化と、地域の住民の健康意識向上と行政主導のヘルスケア関連新ビジネスの創出

分析支援プラットフォーム

統合ＤＢ

医療レセプト
介護レセプト
健診結果 等

データガバナンス管理

データレイク・データカタログ

マルチモーダル分析環境
目的別分析コンテナ 分析資産管理・共有

分析
ツール

※1

複数のデータリソースを
一元管理・横断検索

分析環境管理・
分析ナレッジ共有

※1   既存のTableau, Jupyter等と連携可能

目的別に
分析データ抽出

京都市の健康コホートデータ活用基盤の構築による健康長寿社会実現への促進

現状分析・研究
効果評価レポート
ダッシュボード表示 分析チーム

解析結果や構築済モデル、研究リソース等の公開

・学術目的の研究利用
・他地域での健診情報との
比較分析や地域特性解明
・他事業ビジネス等連携活用 産 学 官

高度データ分析
データ利活用の活性化（AI/IoT）

②

①

京都市住民への
健康増進情報提供

健康づくり活動状況効果の客観的測定
医療・介護費の削減効果やEBPMの目標策定
京都市住民への健康増進啓蒙活動加速化

健康長寿のまち
・京都いきいきポイント

公開用API
③

・住基情報
・レセプト情報 ・認定情報
・健診情報 ・死亡個票

データからの
価値創出と
サービス化
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